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齢
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」
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テ
ー
マ
設
定
の
背
景

　
「
自
分
た
ち
が
高
齢
者
に
な
っ

た
と
き
、
安
全
・
安
心
に
住
み
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
で
あ
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
想
い
を
メ
ン

バ
ー
で
共
有
す
る
こ
と
が
研
究
の

出
発
点
と
な
っ
た
。「
高
齢
化
に

ふ
さ
わ
し
い
地
域
づ
く
り
」
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
研
究
対
象
と
し

て
、
都
市
部
の
中
で
高
齢
化
の
急

速
な
進
展
、
人
口
減
少
な
ど
が
顕

著
に
現
れ
る
「
大
規
模
団
地
」
に

注
目
し
た
。

　
「
大
規
模
団
地
」
は
少
子
・
高

齢
化
の
ほ
か
建
物
の
老
朽
化
、
買

い
物
難
民
、
地
域
活
動
の
担
い
手

不
足
な
ど
、限
界
集
落
な
ら
ぬ「
限

界
団
地
」
と
も
い
う
べ
き
現
象
が

起
き
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ

の
ま
ま
何
も
手
を
打
た
な
け
れ
ば

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
壊
し
、

最
後
に
は
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、「
大
規

模
団
地
」
は
超
高
齢
社
会
の
縮
図

で
あ
り
、
こ
の
再
生
を
図
る
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
研

究
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

２　

各
団
地
の
調
査
結
果

 

（
居
住
者
の
実
態
）

　

市
内
に
存
す
る
６
つ
の
「
大
規

模
団
地
」
を
取
り
上
げ
、
現
地

調
査
、
地
域
活
動
を
支
え
て
い
る

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
や
区
役
所
専
門
職
職

員
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
及
び
団
地

特
性
の
分
析
を
行
い
、
以
下
の
結

果
を
得
た
。（
な
お
、
デ
ー
タ
分
析

に
は
、
平
成
12
・
17
年
国
勢
調
査

デ
ー
タ
、
平
成
22
年
度
住
民
基
本

台
帳
、
平
成
19
年
横
浜
市
高
齢

者
実
態
調
査
を
活
用
し
た
）

⑴ 

急
速
に
進
行
す
る
高
齢
化
（
平

成
22
年
高
齢
化
率
最
大
値

50
％
）、
そ
れ
に
伴
い
急
増
す

る
高
齢
単
身
世
帯
（
同
年
最
大

値
44
％
）
と
急
激
な
人
口
減
少

（
10
年
間
で
最
大
26
％
減
少
・

ひ
か
り
が
丘
団
地
）（
図
１
）

⑵ 

要
介
護
者（
要
介
護
１
か
ら
５
）

を
対
象
に
、
要
介
護
度
と
居
住

階
と
の
関
係
を
エ
レ
ベ
ー
タ

の
有
無
で
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

エ
レ
ベ
ー
タ
が
な
い
建
物
で

は
、
要
介
護
者
は
低
層
階
に
集

中
し
（
１
・２
階
に
70
％
居
住
）

階
が
高
く
な
る
ほ
ど
重
度
要

介
護
者
の
居
住
は
減
少
。（
４

階
以
上
の
居
住
比
率
２
％
）

（
図
２
）

⑶ 
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
ド
リ
ー
ム

ハ
イ
ツ
（
20
年
１
月
）、
公
田

町
団
地
（
21
年
２
月
）
を
比
較

検
証
し
た
と
こ
ろ
、
共
通
点
は

「
高
い
定
住
意
向
、健
康
・
医
療
・

介
護
へ
の
強
い
不
安
、
参
加
意

向
は
あ
る
も
の
の
地
域
活
動

未
参
加
者
の
多
さ
」で
あ
っ
た
。

ま
た
、
店
舗
撤
退
が
相
次
い
だ

公
田
町
団
地
で
は
「
買
い
物
へ

の
不
満
」
が
飛
び
抜
け
て
高

か
っ
た
。
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３　
 

課
題
の
整
理
と
政
策
の
イ

メ
ー
ジ

　
「
大
規
模
団
地
」
の
再
生
に
は
、

①
居
住
、
②
食
事
、
買
い
物
、
③

見
守
り
、
④
医
療
、
⑤
介
護
の
５

つ
の
安
心
が
得
ら
れ
る
仕
組
み
を

整
え
る
こ
と
と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
を
図
る
こ
と
が
課
題

と
な
る
。（
図
３
）

　

政
策
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

「
豊
富
な
既
存
ス
ト
ッ
ク
（
集
会

所
、
空
き
室
、
遊
休
地
等
）
の
有

効
活
用
」、「
費
用
対
効
果
（
公
金

投
入
の
抑
制
）」、「
早
期
実
現
性
」

を
前
提
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
で
き
る
限
り
「
民
間

事
業
者
の
導
入
・
誘
致
」
と
い
う

形
態
を
考
え
る
と
と
も
に
、「
希

薄
化
す
る
絆
の
中
で
も
地
域
活
動

が
継
続
で
き
る
取
組
み
」
が
連
携

し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
基
本
に
な

る
と
考
え
た
。

４　

政
策
提
言

⑴
居
住
の
安
心

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
中
で
も
、

エ
レ
ベ
ー
タ
の
設
置
は
必
須
で
、

建
替
え
よ
り
も
安
価
な
、
で
き
れ

ば
フ
ラ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
外
付

け
エ
レ
ベ
ー
タ
の
導
入
促
進
や
、

高
齢
者
の
利
き
手
や
麻
痺
等
に
配

慮
し
た
階
段
手
す
り
の
両
側
設
置

が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
要
介
護
者

等
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
た
居

室
内
改
修
や
低
層
階
へ
の
住
替
え

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

⑵
食
事
・
買
い
物
の
安
心

　

団
地
内
の
空
き
店
舗
や
遊
休
地

を
活
用
し
、
高
齢
化
し
た
団
地
な

ら
で
は
の
品
揃
え
、
宅
配
、
安
否

確
認
、
取
次
ぎ
サ
ー
ビ
ス
等
に
よ

り
付
加
価
値
の
高
い
小
型
店
舗
を

誘
致
す
る
。
ま
た
、
食
事
会
や
配

食
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
厨
房
施
設

の
完
備
や
多
世
代
交
流
拠
点
と
な

る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェの
運
営
、
軽

易
な
室
内
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
施
を
図
る
。

⑶
見
守
り
の
安
心

　

団
地
内
に
介
護
事
業
者
を
誘
致

し
、
相
談
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

等
の
実
施
と
併
せ
て
安
否
確
認
も

含
め
た
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
図
る
。
ま
た
、
住
民
に
よ
る

見
守
り
隊
を
組
織
し
、
事
業
者
と

と
も
に
複
層
的
な
見
守
り
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
。

⑷
医
療
・
介
護
の
安
心

　

団
地
内
に
誘
致
し
た
介
護
事
業

者
に
、
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

機
能
を
付
加
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

情
報
提
供
や
、
関
係
者
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
支
援
体
制
づ
く
り
を

進
め
る
。
ま
た
、
空
き
室
等
の
活

用
に
よ
り
低
層
階
に
診
療
所
や
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備
し

て
在
宅
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠

点
と
す
る
こ
と
や
、
事
業
者
を
公

募
し
て
ケ
ア
付
き
住
宅
と
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

更
に
、
１
つ
の
階
段
棟
（
５
階

建
て
・
10
室
）
を
そ
の
ま
ま
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
と
位
置
づ
け
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
実
施
す
る
こ
と

も
即
効
性
の
高
い
施
策
で
あ
る
。

（
図
４
）

⑸
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

　

公
営
住
宅
の
収
入
制
限
に
よ

り
、
一
定
の
収
入
を
越
え
る
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
は
転
居
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
が
あ
る
な
ど
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
繋
が
り
や
支
え
合

い
は
途
絶
え
て
し
ま
う
。
こ
れ
は

公
営
住
宅
の
宿
命
で
あ
る
が
、
超

高
齢
化
を
招
く
構
造
的
問
題
で
も

あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ミ
ッ
ク
ス
に

よ
る
多
世
代
交
流
を
目
指
し
た
収

入
制
限
の
一
部
緩
和
を
提
言
す

る
。
ま
た
、
地
域
活
動
の
主
体
と

な
る
元
気
高
齢
者
の
掘
り
起
こ
し

と
、
い
き
が
い
を
再
発
見
で
き
る

仕
掛
け
が
必
要
で
あ
る
。

　

以
上
の
施
策
の
実
現
に
向
け
て

は
、
入
居
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
、
正

確
な
情
報
提
供
と
合
意
形
成
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
関
係
機
関
、

地
域
団
体
等
の
理
解
を
得
る
た
め

の
取
組
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

　

分
譲
団
地
な
ど
比
較
的
幅
広
い

世
代
が
住
む
団
地
は
、
地
域
の
支

え
合
い
が
期
待
で
き
る
が
、
市
営

住
宅
な
ど
公
営
の
賃
貸
住
宅
で

は
、
待
っ
た
な
し
の
超
高
齢
化
の

中
で
、
制
度
の
見
直
し
を
進
め
る

と
と
も
に
、
高
齢
化
に
ふ
さ
わ
し

い
団
地
再
生
に
向
け
て
、
建
築
関

係
と
福
祉
や
医
療
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
体

制
を
早
急
に
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。


